
平成 29 年度第 11 回定例市長記者会見資料 

（平成 29 年 10 月 12 日）

●札幌文化芸術劇場の愛称の決定等について 

平成 30 年 10 月 7 日にオープン予定の札幌市民交流プラザ内の札幌文化芸術劇場につい

て、市民の皆さんに親しまれ、愛着を持っていただける施設となるよう、愛称を公募して

おりましたが、このたび応募いただいた作品の中から愛称を「hitaru」に決定いたしまし

た。 

併せて、札幌市民交流プラザのシンボルマークを決定するとともに札幌文化芸術交流セ

ンターの呼称を「SCARTS」としましたのでお知らせいたします。 

１ 札幌文化芸術劇場の愛称について 

(1) 愛称 

   「hitaru」（読み方：ヒタル） 

 (2) 選定方法 

公募を行い、応募のあった作品の中から、札幌文化芸術劇場愛称選定委員会（別添 

資料 1）が最優秀賞を選定。 

  ア 募集期間：平成 29 年 5 月 15 日（月）～6月 16 日（金） 

  イ 応募数：2,699 件（作品数※1：2,503 作品） 

※1 重複しているものは 1 作品とする。 

 (3) 最優秀賞受賞者 

   下國 順子（しもくに・じゅんこ）氏（44 歳、札幌市在住、主婦） 

(4) 選定理由 

・「hitaru」には、「札幌市民が思う存分、芸術に『hitaru』場」という応募者の思い

が込められている。また、劇場が文化芸術を通じて市民に感動と喜びをもたらし、

心豊かな生活を実現する場であってほしいという期待が表現されており、独創的な

愛称の中に、札幌市が目指す劇場としての理想的な姿が集約されている。 

・「hitaru」という語感からは、劇場に集う市民自らが文化芸術を心から楽しみ、深 

く味わう様子が思い浮かび、劇場が市民とともに札幌・北海道の文化の殿堂を目指 

していくという明確な方向性も示されている。 

・「hitaru」の響きやつづりは「hito＋aru」で「ひとがある」を連想させ、この劇場

に人々が集まり、世代を超えて文化芸術に触れ、感動を共有しているという未来が

近づいていることが感じられる。 

 (5) 表彰式について 

 ア 日時：10 月 20 日（金）10:00～ 

 イ 場所：市長応接室 

ウ 表彰式概要：表彰状授与および副賞（賞金 10 万円）贈呈、懇談 

エ 出席者 

   下國氏、秋元市長、高野 馨・市民文化局長、梶井 祥子・札幌文化芸術劇場愛 

称選定委員会委員長（札幌大谷大学教授） 



２ 札幌市民交流プラザのシンボルマークについて 

(1) コンセプト 

札幌市民交流プラザを構成する札幌文化 

芸術劇場、札幌文化芸術交流センター、札 

幌市図書・情報館の 3施設の立体的な配置 

を四角形の組み合わせで表現。 

組み合わせには黄金比を使い、シンプル 

なデザインとすることで、時を経ても色あ 

せず、子どもからお年寄りまであらゆる世 

代に受け入れられやすいものとした。 

また、札幌市民交流プラザが、文化芸術の持つ多様性や市民一人一人の価値観を認

め合える施設になるよう、色付けをしないデザインとした。 

 (2) ロゴマーク※2の使用イメージ 

   右図および別添資料 2のとおり 

※2 シンボルマークと施設名を組み合わせたもの。

３ 札幌文化芸術交流センターの呼称※3について 

 (1) 呼称 

   「SCARTS」（読み方：スカーツ） 

 (2) 決定の経緯・理由 

より多くの市民に札幌文化芸術交流センターを利用してもらえるように、親しみを

感じられる呼びやすい呼称とした。 

英語表記である「Sapporo Cultural Arts Community Center」をアレンジし、札

幌におけるさまざまな文化芸術資産を有機的につなげ、文化芸術の振興および情報発

信の拠点となることを目指して、「Arts」部分を強調して表現している。 

  ※3 「呼称」は正式名を基にした呼び名として、正式名と別の名称を付けることができる「愛称」と

使い分けている。 

４ 「札幌市民交流プラザプレイベント『市民交流プラザ開館 35 0 日前フェスティバル』」の開催について

(1) 日時・場所 

10 月 22 日（日）10：00～16：00  

サッポロファクトリー「アトリウム」（中央区北 2条東 4丁目） 

  (2) 内容        

   絵本の読み聞かせやミニコンサートのほか、デザインに関するトークイベント、 

  ワークショップ、札幌市民交流プラザについて紹介するパネル展などを実施。 

＜参考：札幌市民交流プラザについて＞ 

別添資料 3のとおり 

問い合わせ先 

市民文化局文化部文化振興課（市民交流プラザ開設担当）吉田・山田

電話：211-2715、ファクス：211-2718
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別添資料１

札幌文化芸術劇場愛称選定委員会 委員名簿 

（敬称略） 

氏 名 職・所属名 

委
員
長梶 井

か じ い

 祥 子
しょうこ

札幌大谷大学社会学部地域社会学科 教授

委

員

石 川
いしかわ

 雅 也
ま さ や

一般社団法人札幌観光協会 常務理事

石 沢
いしざわ

 綾 子
あ や こ

北海道テレビ放送株式会社 アナウンサー

臼 井
う す い

 栄 三
えいぞう 北海道教育大学岩見沢校

 芸術・スポーツビジネス専攻 特任教授

大 平
おおひら

 まゆみ 公益財団法人札幌交響楽団 コンサートマスター

片 岡
かたおか

 直 之
なおゆき

札幌商工会議所 産業部長

松 田
ま つ だ

 仁 央
に お

ライター・編集者

南
みなみ

 憲 人
のりひと

株式会社ウエス チーフプロデューサー

石 井
い し い

 正 治
まさはる 公益財団法人 札幌市芸術文化財団

 市民交流プラザ開設準備室長

石 川
いしかわ

 義 浩
よしひろ 札幌市市民文化局

 市民交流プラザ開設担当部長



別添資料２

ロゴマークの使用イメージ 

※ロゴデザインマニュアルについては現在策定中 
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別添資料３ 

札幌市民交流プラザについて 

札幌市民交流プラザは、オペラやバレエなどの本格的な舞台芸術を展開する「札幌文化

芸術劇場」のほか、文化芸術を支え、育てていく「札幌文化芸術交流センター」や、都心

に集う人々に仕事や暮らしに役立つ情報を提供する「札幌市図書・情報館」の複合施設で

す。 

・オープン予定日 平成 30 年 10 月 7 日（日） 

・所在地     札幌市中央区北 1条西 1丁目

・施設面積（札幌市専有部分）37,332 ㎡ 

・北 1西 1地区再開発ビルの概要 

※低層棟部分が札幌市民交流プラザ 

さ
っ
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ろ
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世
ス
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高層棟 放送局・民間オフィスビル － 
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4～9 階
札幌文化芸術劇場 

「hitaru」 

北海道初の多面舞台を備えたホール

（2,300 席） 

3 階 
音楽、演劇、バレエ、ダンス等の練習

等に使用できる大小練習室 

1・2 階

札幌文化芸術交流 

センター「SCARTS」 

文化芸術活動の振興や市民交流の促

進等の拠点となる文化施設 

札幌市図書・情報館 

札幌の魅力を発信するとともに、仕事

に役立ち、暮らしをサポートする情報

提供施設 

地下  

地下1階 公共駐輪場荷捌き場 公共駐輪場（約 750 台） 

地下 2～3階 地下通路出入口、駐車場 地下駐車場（約 380 台） 

地下 4階 地域冷暖房プラント 
発電や冷暖房の熱を製造し、周辺のビ

ルに供給する施設 

＜施設イメージ＞ 

▲札幌文化芸術劇場 ▲札幌文化芸術交流センター ▲札幌市図書・情報館


